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1は じめ に

私は平成4年 度か らはじまった小諸市郷土遺跡の発掘調査及び整理作業 を担当 し、報告書は
く　 ユ　

平成11年 度に刊行 された。本遺跡か らは、縄文時代早期末～前期初頭の竪穴住居跡6軒 ・土坑

4基 、縄文時代 中期中葉～後期初頭の竪:穴住居跡107軒 ・土坑462基 ・屋外埋甕8基 ・集石3基

・掘立柱建物跡1基 ・土器集中2か 所、郷土古:墳群2号 墳、平安時代の竪穴住居跡2軒 ・土坑

1基 、時期不明の土坑659基 ・ピット21基 ・配石1基 の遺構 と膨大な遺物が検出された。 この

ように本遺跡では縄文時代中期中葉～後期初頭にかけての時期の遺構及び遺物が主体 を占めて

いる。これは井戸尻1式 期～称名寺式期にかけての時期 にあたり、この間、集落は継続 してい
く　 　　

ることが認められ,る。なかでも加曽利EII～III式 期に集落は最盛期 をむかえている。このうち

井戸尻III式期の703号 土坑については発掘調査の段階か ら注目してきた。 というのは本土坑は

井戸尻III式期に特有な屈折底を有する完形土器が横位に埋設されていたのであるが、これが姿

を現 した 日にたまたま現場に来 られていた当時の青沼博之佐久調査事務所長が、「中央道建設

に伴 って調査 した原村の居沢尾根遺跡でも井戸尻III式期にはこうした埋設した土坑がみつかっ

ているが、それは不思議 と集落のはずれにみ られていた。」 と指摘されたことが心にひっかか

っていたか らである。以来、発掘調査中の知見でもたしかに本土坑は当該期の集落の外縁部に

位置しているのではないかという見通 しは感 じていたが、報告書が刊行されたことを受けて今

回はその検証作業をあらためて行 い、あわせてこうした土器 を埋設する土坑の性格 も考 えてみ

たい。

II井 戸 尻III式 期 の 土 坑

このような郷土遺跡であるが、この うち井戸尻III式期の遺構としては竪穴住居跡4軒 と土坑

3基 が認め られる。竪穴住居跡は11号 住居跡、12号 住居跡、16号 住居跡、19号 住居跡が該当す

る。 これ らはKグ リッ ドを中心として比較的近接 して位置 している。そして今回の考察の対象

となる土坑は703号 土坑、242号 土坑、351号 土坑の3基 である(図1)。 以下その概略を記 した

い 。

703号 土坑0-14グ リ ッ ドに位 置す る。径118×116cmの 円形 を呈 し、深 さは88cmを 測 る。覆
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土は単層である。底面には多孔石 と台石が1点 づっ認められ、それらの上には井戸尻III式期の

屈折底 を有す る完形土器が横位に置かれていた。

242号 土坑K-24グ リッ ドに位置す る。径112×98cmの やや不整 な円形を呈 し、深さは42cm

図1郷 土遺跡の土坑と出土土器
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を測 る。覆土は軽石礫の有無によって2層 に分けている。曽利1・ 加 曽利EI式 古段階の32号

住居跡の床面で検出された ものであ り、 したがって32号 住居跡 としてとりあげてしまった破片

との接合 も少な くないが、主体は本土坑である。底部は欠しているが他の部位の残存度は高い

といえよう。

351号 土坑P-7・12グ リッドに位置す る。加 曽利EII式 の77号 住居跡及び79号 住居跡の床

面から検出されたものであり、 また他の3基 の土坑を切 っている。径82×70cmの 円形 を呈 し、

深 さは22cmを 測る。覆土は単層である。吊手土・器と打製石斧1点 が出土している。吊手土器の

出土状況は遺憾なが ら記憶に残っていないが、復元できた吊手土器はほとん ど完形に近い状態

であ り、他の土器片はみられないことを踏 まえれば、完形の吊手土器 を埋設 していた可能 性が

高いのではないか と考 えられる。

以上の3基 は完形 もしくは完形に近 い残存度を有す る土器 を出土す るものであるため、出土

土器をもって井戸尻III式期に時期決定することに問題はない と思われる。一方で少量の土器片

しか伴出しない土坑の場合はその時期 を決定することには困難さを伴 うが、それを考慮にいれ
く　 ヨ　

て も、これら3基 の土坑の他に井戸尻III式期に比定できるものは認められていない。

こうした事象 を確認 したうえで次に3基 の土坑の性格について考えてみたい。 まず、これ ら

3基 の土坑はほぼ完形に近い土器 を埋設 しているという共通点があるといえるのではなかろう

か。なかで も703号土坑は出土状況及び残存状況のいずれか らも完形土器を埋設 したものであ

ることが容易に理解 できよう。 また、出土状況が不明ではあるが、351号 土坑 もほぼ完形の土

器に復元できたことからすればこれもまた埋設されたものである可能性が高いであろう。さら

に本土坑の場合は管見において他に類例を聞かない土坑内出土の吊手土器であることも意図的

な埋設を感 じさせ るのである。一方、242号 土坑から出土 した土器については底部 を欠 してお

り、他の2基 の土坑 とは趣 きをやや異 とす るが、他の部位の残存度は非常に高 く、 また32号 住

居跡 との重複 もあるうえに覆土が浅 いことを考慮にいれれば、これ も埋設したものと理解 して

もよいのではないか と思われるのである。以上のような私の理解が妥当性 をもつ ものであるな

らば、井戸尻III式期 にみ られる3基 の土器は、いずれ も土器 を埋設 したものであるということ

が指摘できるのである。

III郷 土 遺 跡 にみ られ る他 時 期 の 土 坑

ここで視点 を変えて他時期 を含めて本遺跡の土坑について概観 してみよう。前述の通 り、本

遺跡からは1125基 の土坑が検出されている。 このうち遺物 を伴出 し、時期決定が可能なものは、

縄文時代早期末～前期初頭の4基 、平安時代 の1基 、そして縄文時代中期中葉～後期初頭の

462基 である。ここでは縄文時代中期中葉 ～後期初頭の462基 について考えてみたい。まず、こ

れらの462基 の土坑 を遺物の出土状況に基づ いて分類 してみよう。

①完形土器 を出土す る土坑

②底部 を欠した土器 を正位 もしくは逆位に埋設 した土坑

③半分以上の残存度 を有 し、器形が復元できる土器を出土する土坑
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④器形が復元できない土器片を多量に出土する土坑

⑤器形が復元できない土器片を少量出土す る土坑

⑥石棒類 ・石皿 ・多孔石 ・台石 ・丸石 を出土する土坑

⑦シカ角 を出土する土坑

今回は以上の7つ に分類 してみた。 ここで各類型についての説明を若干加 えておきたい。 ま

ず、①か らみてみよう。前節までにみた242号 土坑、351号 土坑、703号 土坑 もこれに該当す る

が、他には1104号 土坑 と1308号 土坑(と もの加 曽利EIII式 古段階)が 認め られ る(図1)。

1104号 土坑は径96×96cmの 円形を呈 し、深 さは80cmを 測る。覆土は単層であるが、覆土中位か

ら完形土器が出土した。内部にはベンガラが少量ながら認め られてお り、ベンガラを入れたも

のであることがわかる。他にも土器片がみられている。1308号 土坑は径150×122cmの 楕円形を

呈 し、深 さは38cmを 測る。覆土上層には自然礫が数点検 出されている。完形土器は正位に直立

した状態で出土 している。他には打製石斧1点 、磨石1点 、スクレイパー1点 、軽石製品1点 、

獣骨片が検出されている。本遺跡で完形およびそれに近い土器が出土するのは以上の5基 のみ

である。

②には3基 が該当しよう。1235号 土坑は径75cm程 の円形を呈 し、深さは32cmを 測 る。1284号

土坑 と入れ子状に重複するが、加曽利EIV式 期である本跡の方が新 しい。底部を欠 した土・器を

口縁部を下に した逆位 にした状態で出土 している。住居内埋甕あるいは屋外埋甕である可能i生

も比定できないが、私は土坑 として理解 したい。他には打製石斧1点 と獣骨片が検出されてい

る。1255号 土坑は径72×58cmの 不整な円形を呈 し、深さは30cmを 測る。底部 を欠 した土器が正

位の状態で:検出されている。加曽利EIII式 古段階である。他には打製石斧3点 が検出されたの

みである。1339号 土坑は径192×100cmの 楕円形 を呈 し、深さは46cmを 測る。覆土上層には胴部

以下を欠 した大形の土器が2点 、 口縁部 を下にした逆位 の状態で認められる。当初は屋外埋甕

の可能性 も考 えたが、土層断面観察によって もその掘 り方は認められないため土坑 として理解

したい。加曽利EIII式 新段階である。他には打製石斧1点 、イノシシ ・シカの焼骨が認め られ

る。

③ としては、1278号 土坑(加 曽利EIII式 新段階)、1283号 土坑(加 曽利EII式 新段階)、1296

号土坑(加 曽利EIV式)、1299号 土坑(加 曽利EII式 新段階)の4基 があてはまろう。

④ としては1125号 土坑(加 曽利EIV式)と1390号 土坑(加 曽利EIV式)が 該当する。

⑤は多数に及ぶ。遺物 を伴 う土坑の大半はこの類型である。

⑥ も多数に及ぶ。 まず複数の種類 を伴出するものには292号 土坑(石 棒類1点 、石皿2点 、

多孔石2点 、台石1点)、441号 土坑(石 棒類1点 、石皿1点 、台石1点)、1072号 土坑(石 皿

1点 、多孔石3点)、1417号 土坑(石 棒類1点 、台石1点)の4基 が認め られる。また石棒類

を伴出するものには778号 土坑、769号 土坑がみられる。石皿の出土をみるものには321号 土坑、

1102号 土坑、1158号 土坑、1304号 土坑、1309号 土坑、1406号 土坑の6基 がある。多孔石 を伴出

するものは312号 土坑、703号 土坑、717号 土坑、1131号 土坑、1132号 土坑、1206号 土坑、1209

号土坑、1268号 土坑、1270号 土坑(3点)、1309号 土坑、1310号 土坑、1371号 土坑、1380号 土
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坑 が ある。 台石 を出土す る もの には239号 土 坑 、1045号 土 坑、1046号 土 坑、1198号 土 坑 、1131

号 土 坑 、1234号 土 坑、1319号 土 坑、1269号 土 坑 、1273号 土 坑 、1270号 土 坑、1294号 土 坑 、1275

号 土 坑 、1372号 土 坑、1278号 土 坑、1309号 土 坑 、1380号 土 坑 、1332号 土 坑の17基 が あ る。 そ し

て丸石 を出土 す る ものには1297号 土 坑 、1136号 土 坑、1394号 土 坑 の3基 が ある。

⑦ として は加 曽利EIV式 の1125号 土 坑 が該 当す る。径104×94cmの 円 形 を呈 し、深 さは40cm

を測 る。覆 土上層 には 自然礫や軽石礫 が大量 に認め られ る。 シカ角 は覆 土 中位 か ら検 出 され た。

土器 は破片 資料のみ であ るが7kg以 上 をはか る。石器 としては石 鍛1点 、打製石斧2点 な どが

出土 して い る。

さて、以上 の よ うな土坑の類型 を念頭 にいれた うえで、 あ らため て井 戸尻III式 期 にみ られ る

土器 を埋 設す る土坑 につ いて考 えてみ たい。

N土 器 を埋 設 す る土坑

郷土遺跡の縄文中期中葉～後期初頭期の土坑のうち遺物を伴出した462基の分類を通して明

図2郷 土遺跡の井戸尻iii式期 の遺構
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らかになって きたのは、703号 土坑 ・242号土坑 ・351号土坑のように土器 を埋設す る土坑は、

井戸尻III式期に限られるものであることである。完形土器を出土する土坑は他にも加 曽利EIII

式新段階の1104号 土坑 と1308号 土坑がみられるが、1104号 土坑の場合は覆土中位か らの出土で

あ り、また他に も土器片がみ られることから埋設されたもの とは考 えに くく、また1308号 土坑

の場合 は墓坑 と理解すべ きものと私 はとらえている。 したがって、今・回とりあげている土器 を

埋設した土坑の例は、 こと郷土遺跡の場合は、すべて井戸尻III式期の ものなのである。

次に、こうした井戸尻III式期にみられる、土器を埋設する土坑が、当該期の集落のなかでい

かなる場所に位置 しているか をみたい(図2)。 井戸尻III式期の遺:構は調査 区の東側寄 りに比

較的近接 して存在す る。当該期の住居跡は4軒 が認め られるが、このうち12号住居跡 と16号住

居跡は重複 しているため、少なくとも同時期に存在していたもの とは考 えられない。このよう

にすべての遺構が同時存在 していたわけではないが、興味深いことには、これ ら4軒 の住居跡

を取 り囲むかのように3基 の土器 を埋設する土坑が位置していることである。つ まり、242号

土坑は住居跡群の東隅に、351号 土坑は南隅に、そして703号 土坑は西隅にと、それぞれ外縁部

に位置していることが読み取れるのである。

私はこうした事象か ら、 これらの土器 を埋設 した3基 の土坑は、集落の外縁部に 「意図的」

に配置されたものではないかと考 えたい。なぜならば、ほぼ完形の土器を土坑に埋めるという
く　の

作業は、相当なる意図がなければ行われない行為ではないか と私は思うか らである。 とりわけ

351号 土坑のようにそれが吊手土器である場合はその意図はなおさら顕著なのではなかろうか。

そして私はそれは 「集落の境界」に関す る祭祀のためのものであったのではないか と推測 した

いのである。

このように 「土器 を埋設す る」 という意図的な行為 と、集落におけるこれ らの土坑の分布か

ら推測するならば、郷土遺跡の井戸尻III式期においては、完形土器を埋設した土坑が、集落の

境界祭祀において重要な役割を果たしていたのではないか という仮説が導 き出され,るのではな

いか、そしてその妥当性も高いのではないか と私は考 えるのである。

ここで興味深いのは青沼氏 も例に出した諏訪郡原村の居沢尾根遺跡での知見である。居沢尾

根遺跡での土坑の分布状態については、「井戸尻III式期の土墳は、住居趾か ら離れた場所に掘

られる傾 向が見 られるのに対 し、曽利1式 期 の土墳は住居近 くに作 られ、集落の外へは出な
く　 　　

い」ことが指摘されているのである。居沢尾根遺跡の井戸尻III式期の土坑にも完形に近い土器

を出土す る例が少なか らず認められてお り、こうした事例 も看過できない ものである。本遺跡

の詳細な検討は後 日にまわしたいが、注 目すべき遺跡である。やはり、井戸尻III式期にみ られ

る土器 を埋設する土坑は、集落の境界祭祀に関係するものである可能性が高いと私は考 えたい。

Vま とめ

以上論 じてきたことをまとめてみよう。

(1)ほぼ完形の土器 を埋設す る土坑は3基 が存在するが、これは井戸尻III式期のみに認め られ

るものであり、他の時期にはみられない。
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(2)集落構造の観点からす ると、これ らの3基 の土器 を埋設す る土坑は井戸尻III式期の4軒 の

住居群の外縁部に存在 し、あたか も取 り囲んでいるかのような位置にある。

(3)上記の2つ の事象から、これら3基 の土坑を集落の境界祭祀に関するものとして理解 した

い。

今 回は、郷土遺跡の井戸尻III式期にみ られる完形土器 を埋設 した3基 の土坑 を取 り上げ、そ

れが集落の境界祭祀に関するものではないか という仮説 を提示 してみた。ただしこれはあ くま

でも郷土遺跡 とい う1遺 跡の、 しかも部分的な発掘調査によって得 られた知見に基づ くものに

す ぎない。 したがって今後は他遺跡の事例 もとりあげ、今回導き出された仮説の妥当性をさら

に検討 してみたい。またこれらの土器埋設土坑が集落の境界祭祀に関す るものである とするな

らば、境界祭祀は井戸尻III式期以降ではどのような推移がなされていくのか、時期的な観点か

らも追求 していきたい と考えている。 さらに石棒類や石皿、丸石などを出土する土坑について

も同様な視点か ら検証 してい くことが必要ではないかと考 えるものである。
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査報告書19一 小諸市内3』(長 野県埋蔵文化財センター、2000年)に よる。

2郷 土遺跡の縄文中期後葉の加曽利E式 編年については、谷井彪ほか 「縄文中期土器群の再編」『埼玉県

埋蔵文化財調査事業団紀要』(埼 玉県埋蔵文化財調査事業団、1982年)に 基づ く。なお、報告書では中

期は10段 階に細分している。

3土 坑の時期決定は難しく、当該期の遺物を伴出したとしてもそれは絶対ではないであろうが、報告書で

は重複関係に矛盾がないかぎり出土遺物によって一応の時期に位置づけた。また遺物を出土していない

土坑については今回は考察の対象から除いた。なお、50号 住居跡は井戸尻式期に比定 したが、細分はで

きなかった。ただし他の井戸尻III式期 の遺構とはかなり距離が隔たっているため、たとえ井戸尻III式期

であったとしても集落を別にしていた可能性が大 きいだろう。

4本 稿では行為結果を示す 「埋設」という語 を用いたが、その行為が意図的なものであるとするならば

「埋納」という語の方がふさわしいかもしれない。

5『 長野県中央自動車道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書一原村その4一 』(長 野県教育委員会、1981年)


